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■講演の概要

平成28年（2016年）に訪日外客数は

過去最高の2,403万9千人に達しました．

これは，平成21年（2009年）に策定され

た「観光庁アクションプラン」において

掲げられた「2020年に訪日外客数を

2,000万人とする目標」を4年前倒しして

達成したものです．このため，平成28年

（2016年）3月には新たな目標として

2020年に4,000万人に，そして2030年に

は6,000万人とする「明日の日本を支え

る観光ビジョン」が策定されています．

2020年の東京オリンピック・パラリン

ピック大会は，訪日観光客数の一層の

増加に向けた起爆剤としての期待が高

まっています．我が国の魅力を世界に向

けてアピールすることにより，世界に比し

て遜色がない観光立国を実現する絶好

の機会にもなります．一方，宿泊容量の

制約への対応，開催地以外への入れ込

み対策の強化等の課題もあります．オ

リンピックだけのために多数のホテルを

新たに建設することは現実的ではありま

せんし，オリンピック期間中はホテルの

宿泊料も高めに設定されるため，通常の

観光客が押し出される「クラウディング

アウト」が発生します．

また，訪日客の足の確保に関しては，

環境にやさしくバリアフリー対策も講じ

られた交通環境を提供し，東京の街の

ホスピタリティの向上を図る必要があり

ます．特に，世界中から身体障害者が多

数来日する「パラリンピック」の機会を捉

えて，より高い水準のバリアフリー対策

を推進することは大変意義深いこと

です．

すなわち，ただオリンピック・パラリン

ピックを開催すれば，自動的に訪日外客

数が増加するものではなく，関係者一同

が適切な施策を講じていく必要があり

ます．

2012年のロンドン大会は，これらの

課題に対する対策を十分に講じた成功

事例とされています．イギリス政府及び

ロンドン市では，「レガシー（有形無形

の培われた資産）」を上手に活かし，大

会後においても引き続いて観光客数を

増加させています．

このため，（一財）運輸総合研究所では

「更なる観光振興と交通機関のおもてな

し向上を目指して－2020年東京オリン

ピック・パラリンピック大会の成功に向

けて－」をテーマとして，国内外より有識

者をお招きして国際セミナーを開催いた

しました．

本セミナーでは，観光行政に造詣が深

い東洋大学の矢ケ崎紀子准教授より，

ロンドン大会時のイギリス政府の観光

対策を概観して頂きました．ロンドン五

輪では，観光振興対策の予算を，大会

前，大会中，大会後にそれぞれ2：2：5の

割合で配分し，大会終了後に重点が置

かれていたことが紹介されました．また，

観光振興に影響力があるマスコミ等の

関係者を無料で招待したり，プロモー

ションビデオを無料で配布したりする施

策が紹介されました．

イギリス観光庁からはポウル・ガウ

ガー氏をお招きし，観光の振興，ひいて

はオリンピックの成功には，メディアの

役割がいかに重要であるかについてご

講演を頂きました．オリンピック委員会

が公認したメディアに対して番組制作の

支援を行ったほか，非公認のメディアに

情報を提供するためメディアセンターを

開設した事例が紹介されました．スロー

ガンは，いかにも英国と認識することが

出来る“Great”で，情報提供時に幅広く

活用されました．

ロンドン市からは，オリンピックを含め

て数々のイベントの招致に活躍されてい

るイアン・エドモンドソン氏をお招きし，

ロンドン市がいかにホスピタリティの向

上に努めているかについてご講演を頂き

ました．ボランティアを組織化し，観戦

者の案内に従事してもらいましたが，こ

の活動は大会後も引き続き継続されて

います．ロンドンの認知度を高めるため，

マラソンコース，サイクリングコースは街
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中に設定されましたが，日常生活への影

響もあるのでシミュレーションをしっかり

と行い，交通の需要管理が適切に実施

されました．

ブラジル観光省のヤマモト氏からは，

リオデジャネイロ大会に関する最新の情

報を報告して頂きました．聖火リレーはブ

ラジル全土をカバーし，観光地としてのプ

ロモーションを促進しました．また，コー

ヒー，サンバ等のブラジルの文化を広報

の中心に据えたり，荒廃した港湾エリア

を再整備し，プロモーションのメインエリ

アにしたりした事例が紹介されました．

引き続き質疑応答，フリーディスカッ

ションでは，以下のような考え方が示さ

れました．

○ロンドンオリンピックにおけるメディア

の有効活用はレガシーとして引き継が

れ，ラグビーワールドカップにおいて

も，メディアセンターを活用し，ラグ

ビー発祥の地である英国に関する情

報を提供した．日本ラグビーチームの

ブライトンの奇跡の機会を活用して，

メディアへの露出を高めたのは好事

例であった．

○障がい者の輸送対策として，リフト付

の車両を充実させたが，これはレガ

シーとしてオリンピック後も活用され

ている．東京は公共交通機関が充実

しているのでアピールするのが有効で

ある．

○ロンドン五輪では，外国からの観戦者

の案内をするために，言語能力の高い

方 7々千人に親善大使になっても

らった．

○ブラジルにも様 な々言語を話すことが

出来る人が多数いるので，リオ大会の

際には，ボランティアとして支援をして

もらった．また，翻訳アプリも有効で

ある．

○ボランティアの方々には，一体感，高

揚感を持って頂き，主体的，積極的に

関与して頂くことが重要である．

○国のブランド作りのため，広報スペー

スを主要国の目立つ場所に設置する

ことも有効である．

○マスコミには，ネガティブな報道をさ

れないように，伝えたいことを明確に

伝えることが大切である．

（とりまとめ：尾本和彦）


